
℃
へ
博

（4）とおかまち

八
百
八
十
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

騒纏鍮遭
　新緑も目にしむ、さっき晴れの目曜日、市民体

育館で昭和48年度成人式が行なわれ、8部人（男

391人、女489人）が大人の仲問入りをしました．

　20歳の記録入賞者

最優秀賞…保坂剛（水沢姿）優秀賞…南雲和ヂ

（安養寺）徳永千恵子（北新田 一）富井京子（八幡

田町）太田洋子（南鐙坂）若月伎美子（谷内丑）南

雲友秀曳北新田三）池田ヒデ子（猿倉）

ク
ッ
…
キ
．
ン
グ

（第3種郵便物認可）昭和48年6月10日

　
わ
ら
び
の
酢
の
物
の
つ
く
り
方

　
　
　
主
婦
　
中
　
林
喜
　
美

塩
づ
け
に
し
て
い
た
わ
ら
び
を
つ
か

っ
た
酢
の
物
な
ど
い
か
が
で
す
か
。

　
材
料
　
塩
づ
け
わ
ら
び
、
塩
ふ
き

こ
ん
ぶ
、
な
め
た
け
の
味
つ
け
び
ん

づ
め
一
個
、
酢
、
砂
糖
．
し
ょ
う
ゆ

と
調
味
料
は
少
々
。

　
調
理
法
　
①
塩
づ
け
わ
ら
び
を
さ

っ
と
ゆ
で
、
水
出
し
を
し
て
器
に
入

れ
る
。
②
酢
と
砂
糖
、
塩
ふ
き
こ
ん

ぶ
、
な
め
た
け
を
入
れ
、
よ
く
ま
ぜ

る
。
③
し
ょ
う
ゆ
と
調
味
料
少
々
を

加
え
る
。
調
理
法
は
、
と
て
も
簡
単

で
す
が
、
歯
ぎ
れ
が
よ
く
と
て
も
お

い
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
ク
ヅ
カ
ズ
ノ
コ
や
き
く
ら

げ
を
入
れ
る
と
最
高
の
ふ
る
さ
と
の

味
に
な
り
ま
す
。

　
原
稿
募
集
　
主
婦
の
方
で
、
ご
家

族
に
喜
ば
れ
て
い
る
料
理
の
つ
く
り

方
を
紙
面
に
提
供
い
た
だ
け
ま
せ
ん

か
ー
。
二
百
字
位
に
ま
と
め
て
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
明
記
の
上
、

企
画
広
報
係
へ
。

　
■
老
人
医
療
費
受
給

　
　
者
証
の
更
新
を

　
六
月
三
十
日
で
【
，
老
人
医
療
費
受

給
者
証
」
の
有
効
期
間
が
切
れ
ま
す

の
で
、
つ
ぎ
の
日
程
で
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
で
更
新
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
六
月
二
十
七
日
は
、
午
前
九
時
～

午
後
三
時
ま
で
、
十
日
町
市
役
所

（
十
日
町
地
区
）
、
吉
田
出
張
所
、

水
沢
出
張
所
、
六
箇
出
張
所
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
し
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
流
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
5
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。
に
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
5
流
花
で
た
纐
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
藁
驚
鎚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
る
・
行
の
し
祓
肇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盛
去
囎
餓
猷
瀬
一
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

納
税
組
合
に
ご
加
入
を

た小唄まつり
日、6日の小唄まっ
し、万－灯パレード、
火大会など盛りだく
市民はお祭り気分を

　
納
税
組
合
に
加
入
し
ま
す
と
、
貢

税
の
納
入
を
忘
れ
た
り
す
る
こ
と
な

く
、
手
間
も
は
ぶ
け
ま
す
。

　
加
入
は
簡
単
で
、
お
近
く
の
組
合

長
さ
ん
に
申
込
む
だ
け
で
す
。
ま
た

新
た
に
組
合
も
つ
く
れ
ま
す
。

　
組
合
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
補
助

00名の男女が繰り広
流し一

　
六
月
二
十
八
口

は
、
午
前
九
時
～

午
後
三
時
ま
で

　
十
日
町
市
役
所

（
川
治
地
区
）
、

中
条
公
民
館
、
新

水
集
会
場
、
下
条

出
．
張
所
で
。

　
現
在
使
用
し
て

い
る
受
給
者
証
と

印
鑑
、
保
険
証
を

ご
持
参
く
だ
さ
い

金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
組
合
員
一
世

帯
当
り
年
額
二
百
円
、
納
付
書
一
枚

当
た
り
三
十
円
、
納
め
た
税
額
の
O

・
七
％
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
税

務
課
徴
収
係
へ
。
　
（
奮
七
－
三
一
一

一
）

o
　
　
看

う

　
　
　
曹

　
ん
櫓

　
　
）
〃

　
　
、

　
　
　
　
〃

勲
は
要
し
　
　
兇

・
　
　
　
　
　
魚
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蓬
2
達
柔
、
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お
畠
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．
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4
欠
り
…

η
ぜ
吾
だ
り
？

噂

猛
藷
鶴
い

　
　
　
　
レ

　
　
　
　
、
●

そ
耽
し
ゃ
　
　
p

一
庵
．
・
鼠
き
特

・
て
怖
り
な
～
い
．

㍗
拶
、
直
る
と

畏
う
か
ら
，
．

　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
●

　
　
　
　
の

　
　
　
渥
、
避

降

鞍
　
　
　
ケ

α

㊥薦

聯

　
■
住
宅
金
融
公
庫
の

　
　
ご
利
用
を

四
十
八
年
度
の
融
資
を
受
付
中
で
す

　
個
人
住
宅
建
設
資
金
で
は
、
融
資

金
額
を
約
五
割
増
（
木
造
最
高
百
八

十
万
円
、
老
人
同
居
割
増
し
の
場
合

の
み
最
高
二
百
万
円
）
に
金
利
を
五

・
五
％
か
ら
五
・
二
％
と
引
き
下
げ

ま
し
た
。
詳
細
は
十
日
町
土
木
事
務

所
、
各
金
融
機
関
に
お
た
ず
ね
を
。

　
囹
寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

▽
金
沢
貢
（
太
田
島
）
…
…
千
円
▽

本
町
六
丁
目
婦
人
会
（
老
人
い
こ
い

の
家
に
）
…
…
レ
コ
ー
ド
六
枚
▽
下

条
商
工
会
…
…
五
千
六
百
円
▽
松
沢

卯
作
（
川
治
下
町
）
…
…
千
五
百
円

▽
本
町
三
丁
目
商
店
街
…
…
ヤ
ク
ル

ト
八
百
本
▽
風
間
又
五
郎
（
長
里
）

香
典
返
し
…
…
五
万
円
▽
田
川
浩
一

（
高
田
町
一
）
…
…
三
千
円
▽
田
中

伊
作
…
…
千
円
▽
高
橋
周
治
…
…
五

千
円
▽
根
津
直
吉
（
神
明
町
）
香
典

返
し
…
…
十
万
円
▽
田
山
親
貞
（
桜

木
町
）
セ
イ
コ
ー
ト
ラ
ソ
ジ
ス
タ
ー

掛
時
計
一
個
（
公
民
館
備
品
）

　
囹
商
業
実
態
基
本
調

　
　
査
に
．
こ
協
力
を

　
商
業
事
業
所
の
経
営
を
知
り
、
国

の
各
種
商
業
の
基
礎
資
料
を
得
る
た

め
七
月
一
日
現
在
で
商
業
実
態
基
本

調
査
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
■
住
宅
用
地
と
非
住

　
　
宅
用
地
の
区
分

　
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
同
じ
宅
地

で
も
住
宅
用
地
（
専
用
住
宅
の
建
っ

て
い
る
宅
地
）
と
非
住
宅
用
地
（
工

場
や
倉
庫
な
ど
の
建
っ
て
い
る
宅

地
）
に
区
分
さ
れ
、
固
定
資
産
税
に

差
が
つ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
■
漏
電
し
ゃ
断
器
の

　
　
取
り
つ
け
を

　
　
　
東
北
電
力
㈱
＋
B
町
営
業
所

　
漏
電
や
感
電
に
よ
る
事
故
を
防
止

す
る
た
め
、
電
気
技
術
基
準
が
改
正

さ
れ
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
に
漏
電

し
ゃ
断
器
の
取
付
け
が
義
務
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。
　
（
昭
和
四
十
八
年
二
月

一
日
以
降
新
設
さ
れ
る
も
の
）

・
二
百
ボ
ル
ト
用
機
械
機
具

・
水
気
の
あ
る
場
所
に
設
置
さ
れ
る

　
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
、
ル
：
ム
ク
ー

　
ラ
ー
、
冷
蔵
用
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

・
屋
外
に
設
置
さ
れ
る
コ
ー
ラ
、
タ

　
パ
コ
自
動
販
売
機

　
囹
結
核
レ
ソ
ト
ゲ
ソ

　
　
撮
影

▽
六
月
二
十
一
日
…
…
江
道
作
業
所

▽
七
月
二
日
…
…
仙
之
山
作
業
所
、

東
下
組
小
学
校
、
ニ
タ
子
冬
期
分

校
、
慶
地
冬
期
分
校
▽
七
月
三
日

…
…
名
ヵ
山
公
民
館
、
中
平
馬
伏

場
、
中
手
公
民
館
、
真
田
小
学
校
▽

七
月
四
日
…
…
万
之
助
宅
．
新
水
診

療
所
、
飛
二
小
学
校
、
枯
木
又
分

校
、
太
田
島
神
社
▽
七
月
五
日
…
…

湯
川
輪
店
．
八
箇
小
学
校
、
麻
畑
公

民
館
、
ニ
ッ
屋
公
民
館
▽
七
月
六

日
…
…
珠
田
分
校
、
飯
塚
孫
太
郎
氏

宅
、
当
間
冬
期
分
校
、
二
俣
口
冬
期

分
校
▽
七
月
七
日
…
…
十
日
町
電
報

電
話
局

○
：

と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い

㌔ノ

こ
ど
も
た
ち
の

声
　
声

水
玉
が

お
ど
る

み
ん
な
で

お
よ
ぐ

た
の
し
さ

一一■　　　『　　　　　　　　　　　一『一「

　　　　　　　　，　　　　　　　　亀
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難

白
「
い

夏
の
陽
を

見
あ
げ
る

水
に

濡
れ
た

笑
顔

膨

七
月
一
日
　
国
民
安
全
の
日

七
月
七
日
　
七
夕

七
月
十
日
～
十
六
日

　
　
　
　
　
国
土
建
設
週
問

七
月
十
一
日
～
十
三
日

　
　
　
　
　
市
内
施
設
め
ぐ
り

七
月
十
五
日
　
市
民
プ
ー
ル
開
き

七
月
十
九
日
　
海
の
記
念
日

灘灘灘灘灘灘i灘麟灘醗翻灘i灘灘

晶萱背禿齋ll会1勤言％

1吉勇講劇
動丑一留　）
　　　　の

人口

（　）内は

前月との比較

増減

昭和48年6月1日現在

世帯数　11，191（＋29）

人口50，055（＋24）

　男　 24，109（＋31）

　女25，946（一7）

面積211．44K㎡



良
博

（2）とおかまち第3種郵便物認可）昭和48年7月10日

ごどもを水から守っ簾欝だ鳶騨

欝縮瓢蕩≦魏輿ヵ月の瑚響霧
　これは、ことし3月から4月にかけて市　　　　　　　　一
内で発生した、こどもたちのいたましい事　　　　　　　　G一

鞭継誓驚よつと目をはなした　　，、ζ
こ
，
ど
も
の
水
死
事
故
は

　
　
　
　
七
・
八
月
に
集
中

　
こ
れ
ら
の
事
故

は
、
他
人
事
で
は

な
く
、
い
つ
あ
な

た
の
か
わ
い
い
こ

ど
も
に
ふ
り
か
か

っ
て
く
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
昨
年
当
市
は
、

こ
ど
も
の
水
死
事

故
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し

こ
と
し
は
す
で
に

二
件
発
生
し
て
い

…
幼
児
の
水
死
事
故
（
六
歳
未
満
）

…
用
水
堀
（
み
ぞ
）
十
八
件
庭
池
三
件
㎜

…
池
、
沼
　
　
　
　
八
件
　
河
　
川
　
　
四
件
　
㎜

　
防
火
用
水
槽
　
　
七
件
　
海
、
そ
の
他
二
件
　
一

…
浴
槽
　
　
　
六
件

ま
す
。
特
に
七
・
八
月
の
水
に
親
し

む
季
節
に
な
り
ま
す
と
、
幼
児
や
児

童
の
水
死
事
故
は
増
加
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
県
警
本
部
の
昭
和
四
十

七
年
度
新
潟
県
統
計
に
よ
る
と
、
幼

児
の
月
別
水
死
事
故
は
、
七
月
か
ら

八
月
に
最
も
多
く
発
生
し
ま
し
た
。

　
幼
児
の
水
死
事
故
（
別
表
）
を
、

原
因
別
に
み
ま
す
と
．
用
水
堀
（
み

市
ほ
う
賞
基
金
条
例
等
を
制
定

　
　
　
　
i
第
二
回
市
議
会
定
例
会
1

　
第
二
回
市
議
会
定
例
会
は
、
去

る
六
月
十
一
日
か
ら
十
三
日
ま
で

の
三
日
間
開
か
れ
、
市
国
民
健
康

保
険
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
十
四

議
案
を
可
決
、
五
請
願
を
採
択
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
公
平
委
員
会
委
員
に
山

本
豪
平
氏
（
学
校
町
）
と
古
沢
敏

雄
氏
（
美
雪
町
三
丁
目
）
を
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
可
決
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、
市

ほ
う
賞
基
金
の
設
置
・
管
理
及
び

処
分
に
関
す
る
条
例
．
昭
和
四
十

八
年
度
市
一
般
会
計
補
正
予
算
や

市
克
雪
管
理
セ
ン
タ
：
条
例
制
定

な
ど
で
す
．

　
市
ほ
う
賞
基
金
…
…
条
例
は
、

こ
の
ほ
ど
十
日
町
青
年
団
か
ら
寄

ぞ
）
十
八
件
と
最

も
多
く
、
場
所
は

自
分
の
家
か
ら
百

矧
以
内
で
の
事
故

と
な
っ
て
い
ま
す

　
年
齢
別
に
は
、

二
歳
未
満
二
十
八

件
、
四
歳
～
六
歳

託
さ
れ
た
百
四
十
万
円
に
市
費
を

加
え
、
ほ
う
賞
基
金
を
つ
く
り
、

市
民
の
模
範
と
し
て
推
奨
す
る
に

ふ
さ
わ
し
い
功
績
の
あ
っ
た
者
の

ほ
う
賞
資
金
と
す
る
と
い
う
も
の

で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
国
保
診
療
施
設
等

市
町
村
立
病
院
の
財
政
措
置
の
強

化
と
過
疎
、
医
療
稀
薄
地
域
の
医

師
派
遣
制
度
の
確
立
等
に
つ
い
て

の
意
見
書
を
全
員
賛
成
で
大
蔵
・

厚
生
・
自
治
大
臣
に
提
出
し
ま
し

た
。

ま
で
二
十
件
、
六
歳
～
十
二
歳
ま
で

十
五
件
と
、
十
二
歳
ま
で
の
幼
児
と

児
童
が
、
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
ま

す
。　

水
死
事
故
防
止
の
三
つ
の

　
重
点
目
標

　
市
役
所
で
は
、
危
険
箇
所
の
立

札
、
防
護
棚
の
設
置
。
児
童
生
徒
の

学
校
プ
ー
ル
を
七
ヵ
所
（
娼
年
当
初

予
算
）
新
設
整
備
し
水
泳
指
導
の
で

き
る
施
設
づ
く
り
に
つ
と
め
る
な

ど
、
つ
ぎ
の
三
つ
を
重
点
R
標
に
遂

次
水
死
事
故
防
止
運
動
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
，
、
幼
児
に
対
す
る
監
視
の
徹
底

　
二
、
水
泳
指
定
区
域
の
設
定
周
知

　
三
、
児
童
・
生
徒
の
水
泳
指
導
強

　
化

　
保
護
者
の
監
視
が
最
も
大
切

　
水
死
事
故
防
止
は
、
な
ん
と
い
っ

て
も
保
護
者
が
こ
ど
も
か
ら
絶
対
目

を
は
な
さ
な
い
と
い
う
心
が
ま
え
が

大
切
で
す
。

　
佐
藤
実
（
昭
和
町
一
）
さ
ん
は
、

「
こ
ど
も
の
水
死
事
故
防
止
は
、
こ

ど
も
が
危
険
な
場
所
で
遊
ん
で
い
た

ら
、
大
人
の
注
意
一
声
が
最
も
大
切

で
す
。
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
特
に
家
庭
内
で
は
、
気
を
ゆ
る
め

が
ち
で
す
が
、
浴
槽
、
水
槽
、
洗
た

く
た
ら
い
、
バ
ケ
ツ
な
ど
に
よ
る
事

故
も
案
外
多
く
、
特
に
庭
池
が
危
険

箇
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
ぐ
る
み
で
、
こ
ど
も
の
水
死

事
故
防
止
運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
ー
写
真
は
袋
町
地
内
で
ー

　
交
通
安
全
マ
ナ
ー
の
向
上
を
重
点
に

　
　
　
　
　
1
交
通
事
故
防
止
運
動
を
展
開
－

　
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
は
年
々
　
　
達
し
ま
し
た
。

増
加
し
、
こ
と
し
す
で
に
、
五
名
に
　
　
　
市
交
通
安
全
協
会
は
、

交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
の
出
発
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
ほ
ど

交
通
事
故
防
止
非
常
宣
言
を
行
な
い

交
通
マ
ナ
：
向
上
運
動
を
実
施
中
で

す
。　

街
頭
指
導
は
、
市
街
地
の
本
町
一

丁
目
か
ら
本
町
四
丁
目
を
集
中
し
て

行
な
い
、
歩
行
者
の
横
断
は
必
ず
横

断
歩
道
を
手
を
高
く
あ
げ
て
渡
る
。

運
転
者
は
、
歩
行
者
が
横
断
歩
道
を

横
断
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
き
は
徐

行
し
、
そ
の
前
で
心
ず
一
時
停
止
す

る
な
ど
を
重
点
に
実
施
。
地
域
ぐ
る

み
で
交
通
事
故
の
ぽ
く
滅
運
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

，、，．，，犠縣脚税鷺菰蔦．．、．　ぎ

簿1難灘織1議謝胃編
　市民税は、身体障害者、未成年者、か婦等の限度額38万円を43万円に引き上げたのをはじめと
して、基礎控除額、扶養控除額、配遇者控除額などを引き上げ、軽減が行なわれました。

　また、老人扶養控除額14万円を新設彪ました。

へ
．
　
．
～

蕊
、
　
　
　
　
　
順

夏
の
健
康
に

　
　
　
ご
注
意
”

赤
信
号
は

　
　
赤
痢
、
食
中
毒

　
　
な
ど

（第3種郵便物認可）昭和48年7月10日とおかまち（3）

自
然
と
人
間
の
交
流
の
場

桂
公
園
が
完
成

桂
公
園
の
全
景

　
こ
の
ほ
ど
、
中
条
上
原
に
桂
公
園

が
完
成
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。

　
桂
公
園
は
、
財
団
法
人
桂
会
が
、

二
年
前
交
通
公
園
を
中
心
と
し
た
自

然
と
人
間
の
交
流
の
場
が
ほ
し
い
と

い
う
こ
と
で
、
日
本
自
転
車
振
興
会

や
市
か
ら
の
補
助
金
と
寄
付
金
で
、

昨
年
七
月
造
園
工
事
に
着
手
。

　
山
を
切
り
開
い
た
一
・
五
キ
ロ
の

サ
イ
ク
リ
ソ
グ
コ
ー
ス
と
一
万
平
方

メ
ー
ト
ル
の
交
通
公
園
は
、
十
日
町

市
の
総
合
交
通
公
園
と
し
て
大
き
な

役
割
を
果
た
す
こ
之
に
な
り
ま
す
。

　
緑
に
囲
ま
れ
た
環
境
で

　
桂
公
園
は
、
市
街
地
か
ら
三
キ
β

ほ
ど
離
れ
た
通
称
桂
沢
地
内
の
緑
に

囲
ま
れ
た
地
域
で
、
か
っ
て
の
教
学

の
場
と
し
て
有
名
な
妻
有
学
舎
跡
で

も
あ
り
ま
す
。

警
蒙翻

チピッ子公図で遊ぶこどもたち

　
こ
こ
に
は
、
青
少
年
の
健
康
的
な

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と
し
て
の

サ
イ
ク
リ
ソ
グ
コ
ー
ス
と
三
千
メ
ー

ト
ル
の
遊
歩
道
が
つ
く
ら
れ
て
お

り
、
交
通
安
全
の
願
い
を
こ
め
た
交

通
公
園
は
、
ゴ
ー
ヵ
ー
ト
や
．
・
・
二
ヵ

ー
ト
も
配
備
、
楽
し
み
な
が
ら
交
通

の
ル
ー
ル
を
勉
強
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
チ
ビ
ッ
子
公
園
に
は
、
チ

ビ
ッ
子
の
た
め
の
ジ
ャ
γ
グ
ル
ジ

ム
、
飛
行
機
ジ
ム
、
ら
せ
ん
型
の
す

ぺ
り
台
、
ク
ラ
イ
・
ミ
ソ
グ
リ
ン
グ
な

ど
十
九
点
の
遊
具
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
交
通
指
導
に
公
園
を
開
放

　
な
お
、
学
校
や
団
体
の
み
な
さ
ん

の
交
通
指
導
に
も
同
公
園
を
開
放
。

十
日
位
前
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
け

れ
ば
、
交
通
指
導
員
の
指
導
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
　
（
申
し
込
み
先
…
：
市

役
所
環
境
開
発
課
交
通
安
全
係
2
七

ー
三
舗
一
一
番
）

　
開
園
日
と
時
問

　
十
一
月
三
日
ま
で
の
毎
日

　
午
前
九
時
～
午
後
四
時
ま
で

　
老
人
医
療
費
受
給
者

　
証
を
お
忘
れ
な
く

　
老
人
の
方
は
、
診
療
を
受
け
る
時

つ
ぎ
の
も
の
を
お
医
者
さ
ん
の
窓
口

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
・
国
民
健
康
保
険
証
又
は
社
会
保

　
険
者
証
　
・
老
人
医
療
費
受
給
者

　
証
・
老
人
医
療
費
請
求
書
（
医

　
療
期
間
別
に
月
一
枚
）

　
な
お
、
老
人
医
療
受
給
者
の
住
所

や
保
険
者
証
等
に
憂
更
が
あ
る
場
合

は
、
す
み
や
か
に
市
社
会
福
祉
事
務

所
老
人
福
祉
係
へ
お
由
し
出
を
。

　　昭和48年度水道事業会計予算

　　　　業務の予定量
（1》給　水　戸　数　　　　　　　　　7，092斤

（2）年問総給水母　　　　　 2，750，675㎡

（3）一日平均給水量　　　　　　　　7，536ゴ

64）主なる建設改良事業　　　　　　　　　48，805千円

収益的収入及び支出

収益112，903千円費用88，922千円

予備費
100卜円

猴醗触
営業外収益
4，564｛・円

営業外費
22，019f臼

A’．

o含
■
轟
り

』
A
》

円
！

用
千

費
0
3

業
3

営
66

　昭和47年度下半期の業務状況と昭和48年度
の水道事業予算の概要をお知らせします。
　昭和47年度における主要工事は建設工事と
して川治山本線配水管増補改良事業、外に配
水管布設替工事及び消火栓新設工事等を行な
いました。

　業務につきましては給水人口29，795人、前
年度比1，762人の増加となっています。
　昭和48年度の主要事業予算額は、48，805千
円で、配水管増補改良及び水源施設整備工事
等を計画しております。
　今後におきましても施設の効率運用に一層
努力を傾注いたしますので、皆さまのご協力
をお願いします。

　　　　資本的収入及び支出

支出66，318千円　　　　　　　収入30，560千円

償還金11，880千円　　　　　　　負担金　560千円

灘鞠　灘遣1

昭和47年度給水業務量の状況
（昭和47年10月1日より昭和48年3月31日まで

区　　分 昭和47年度下半期 昭和46年度下半期 増（△）減 比率

給水戸数（戸） 6，881 6，643 238 103．6

給水人口（人） 29，795 28，033 1，762 106．3

配
水
量

総　　量（㎡） 1，674，441 1，794，069 △119，628 93．3

一日最弐（㎡） 15，258 11，811 3，447 129．2

一日平均（㎡） 10，961 9，804 1，157 111．8

有収水量（㎡） 1，177，193 1，187，444 △10，251 99．1

有収率（％） 70．3 66．2 4．1 106．2

水道料金の納入は一ロ座振替をおすすめします。　．起學墾蜜



良
博

（2）とおかまち第3種郵便物認可）昭和48年7月10日

ごどもを水から守っ簾欝だ鳶騨

欝縮瓢蕩≦魏輿ヵ月の瑚響霧
　これは、ことし3月から4月にかけて市　　　　　　　　一
内で発生した、こどもたちのいたましい事　　　　　　　　G一

鞭継誓驚よつと目をはなした　　，、ζ
こ
，
ど
も
の
水
死
事
故
は

　
　
　
　
七
・
八
月
に
集
中

　
こ
れ
ら
の
事
故

は
、
他
人
事
で
は

な
く
、
い
つ
あ
な

た
の
か
わ
い
い
こ

ど
も
に
ふ
り
か
か

っ
て
く
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
昨
年
当
市
は
、

こ
ど
も
の
水
死
事

故
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し

こ
と
し
は
す
で
に

二
件
発
生
し
て
い

…
幼
児
の
水
死
事
故
（
六
歳
未
満
）

…
用
水
堀
（
み
ぞ
）
十
八
件
庭
池
三
件
㎜

…
池
、
沼
　
　
　
　
八
件
　
河
　
川
　
　
四
件
　
㎜

　
防
火
用
水
槽
　
　
七
件
　
海
、
そ
の
他
二
件
　
一

…
浴
槽
　
　
　
六
件

ま
す
。
特
に
七
・
八
月
の
水
に
親
し

む
季
節
に
な
り
ま
す
と
、
幼
児
や
児

童
の
水
死
事
故
は
増
加
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
県
警
本
部
の
昭
和
四
十

七
年
度
新
潟
県
統
計
に
よ
る
と
、
幼

児
の
月
別
水
死
事
故
は
、
七
月
か
ら

八
月
に
最
も
多
く
発
生
し
ま
し
た
。

　
幼
児
の
水
死
事
故
（
別
表
）
を
、

原
因
別
に
み
ま
す
と
．
用
水
堀
（
み

市
ほ
う
賞
基
金
条
例
等
を
制
定

　
　
　
　
i
第
二
回
市
議
会
定
例
会
1

　
第
二
回
市
議
会
定
例
会
は
、
去

る
六
月
十
一
日
か
ら
十
三
日
ま
で

の
三
日
間
開
か
れ
、
市
国
民
健
康

保
険
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
十
四

議
案
を
可
決
、
五
請
願
を
採
択
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
公
平
委
員
会
委
員
に
山

本
豪
平
氏
（
学
校
町
）
と
古
沢
敏

雄
氏
（
美
雪
町
三
丁
目
）
を
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
可
決
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、
市

ほ
う
賞
基
金
の
設
置
・
管
理
及
び

処
分
に
関
す
る
条
例
．
昭
和
四
十

八
年
度
市
一
般
会
計
補
正
予
算
や

市
克
雪
管
理
セ
ン
タ
：
条
例
制
定

な
ど
で
す
．

　
市
ほ
う
賞
基
金
…
…
条
例
は
、

こ
の
ほ
ど
十
日
町
青
年
団
か
ら
寄

ぞ
）
十
八
件
と
最

も
多
く
、
場
所
は

自
分
の
家
か
ら
百

矧
以
内
で
の
事
故

と
な
っ
て
い
ま
す

　
年
齢
別
に
は
、

二
歳
未
満
二
十
八

件
、
四
歳
～
六
歳

託
さ
れ
た
百
四
十
万
円
に
市
費
を

加
え
、
ほ
う
賞
基
金
を
つ
く
り
、

市
民
の
模
範
と
し
て
推
奨
す
る
に

ふ
さ
わ
し
い
功
績
の
あ
っ
た
者
の

ほ
う
賞
資
金
と
す
る
と
い
う
も
の

で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
国
保
診
療
施
設
等

市
町
村
立
病
院
の
財
政
措
置
の
強

化
と
過
疎
、
医
療
稀
薄
地
域
の
医

師
派
遣
制
度
の
確
立
等
に
つ
い
て

の
意
見
書
を
全
員
賛
成
で
大
蔵
・

厚
生
・
自
治
大
臣
に
提
出
し
ま
し

た
。

ま
で
二
十
件
、
六
歳
～
十
二
歳
ま
で

十
五
件
と
、
十
二
歳
ま
で
の
幼
児
と

児
童
が
、
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
ま

す
。　

水
死
事
故
防
止
の
三
つ
の

　
重
点
目
標

　
市
役
所
で
は
、
危
険
箇
所
の
立

札
、
防
護
棚
の
設
置
。
児
童
生
徒
の

学
校
プ
ー
ル
を
七
ヵ
所
（
娼
年
当
初

予
算
）
新
設
整
備
し
水
泳
指
導
の
で

き
る
施
設
づ
く
り
に
つ
と
め
る
な

ど
、
つ
ぎ
の
三
つ
を
重
点
R
標
に
遂

次
水
死
事
故
防
止
運
動
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
，
、
幼
児
に
対
す
る
監
視
の
徹
底

　
二
、
水
泳
指
定
区
域
の
設
定
周
知

　
三
、
児
童
・
生
徒
の
水
泳
指
導
強

　
化

　
保
護
者
の
監
視
が
最
も
大
切

　
水
死
事
故
防
止
は
、
な
ん
と
い
っ

て
も
保
護
者
が
こ
ど
も
か
ら
絶
対
目

を
は
な
さ
な
い
と
い
う
心
が
ま
え
が

大
切
で
す
。

　
佐
藤
実
（
昭
和
町
一
）
さ
ん
は
、

「
こ
ど
も
の
水
死
事
故
防
止
は
、
こ

ど
も
が
危
険
な
場
所
で
遊
ん
で
い
た

ら
、
大
人
の
注
意
一
声
が
最
も
大
切

で
す
。
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
特
に
家
庭
内
で
は
、
気
を
ゆ
る
め

が
ち
で
す
が
、
浴
槽
、
水
槽
、
洗
た

く
た
ら
い
、
バ
ケ
ツ
な
ど
に
よ
る
事

故
も
案
外
多
く
、
特
に
庭
池
が
危
険

箇
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
ぐ
る
み
で
、
こ
ど
も
の
水
死

事
故
防
止
運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
ー
写
真
は
袋
町
地
内
で
ー

　
交
通
安
全
マ
ナ
ー
の
向
上
を
重
点
に

　
　
　
　
　
1
交
通
事
故
防
止
運
動
を
展
開
－

　
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
は
年
々
　
　
達
し
ま
し
た
。

増
加
し
、
こ
と
し
す
で
に
、
五
名
に
　
　
　
市
交
通
安
全
協
会
は
、

交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
の
出
発
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
ほ
ど

交
通
事
故
防
止
非
常
宣
言
を
行
な
い

交
通
マ
ナ
：
向
上
運
動
を
実
施
中
で

す
。　

街
頭
指
導
は
、
市
街
地
の
本
町
一

丁
目
か
ら
本
町
四
丁
目
を
集
中
し
て

行
な
い
、
歩
行
者
の
横
断
は
必
ず
横

断
歩
道
を
手
を
高
く
あ
げ
て
渡
る
。

運
転
者
は
、
歩
行
者
が
横
断
歩
道
を

横
断
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
き
は
徐

行
し
、
そ
の
前
で
心
ず
一
時
停
止
す

る
な
ど
を
重
点
に
実
施
。
地
域
ぐ
る

み
で
交
通
事
故
の
ぽ
く
滅
運
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

，、，．，，犠縣脚税鷺菰蔦．．、．　ぎ

簿1難灘織1議謝胃編
　市民税は、身体障害者、未成年者、か婦等の限度額38万円を43万円に引き上げたのをはじめと
して、基礎控除額、扶養控除額、配遇者控除額などを引き上げ、軽減が行なわれました。

　また、老人扶養控除額14万円を新設彪ました。

へ
．
　
．
～

蕊
、
　
　
　
　
　
順

夏
の
健
康
に

　
　
　
ご
注
意
”

赤
信
号
は

　
　
赤
痢
、
食
中
毒

　
　
な
ど

（第3種郵便物認可）昭和48年7月10日とおかまち（3）

自
然
と
人
間
の
交
流
の
場

桂
公
園
が
完
成

桂
公
園
の
全
景

　
こ
の
ほ
ど
、
中
条
上
原
に
桂
公
園

が
完
成
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。

　
桂
公
園
は
、
財
団
法
人
桂
会
が
、

二
年
前
交
通
公
園
を
中
心
と
し
た
自

然
と
人
間
の
交
流
の
場
が
ほ
し
い
と

い
う
こ
と
で
、
日
本
自
転
車
振
興
会

や
市
か
ら
の
補
助
金
と
寄
付
金
で
、

昨
年
七
月
造
園
工
事
に
着
手
。

　
山
を
切
り
開
い
た
一
・
五
キ
ロ
の

サ
イ
ク
リ
ソ
グ
コ
ー
ス
と
一
万
平
方

メ
ー
ト
ル
の
交
通
公
園
は
、
十
日
町

市
の
総
合
交
通
公
園
と
し
て
大
き
な

役
割
を
果
た
す
こ
之
に
な
り
ま
す
。

　
緑
に
囲
ま
れ
た
環
境
で

　
桂
公
園
は
、
市
街
地
か
ら
三
キ
β

ほ
ど
離
れ
た
通
称
桂
沢
地
内
の
緑
に

囲
ま
れ
た
地
域
で
、
か
っ
て
の
教
学

の
場
と
し
て
有
名
な
妻
有
学
舎
跡
で

も
あ
り
ま
す
。

警
蒙翻

チピッ子公図で遊ぶこどもたち

　
こ
こ
に
は
、
青
少
年
の
健
康
的
な

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と
し
て
の

サ
イ
ク
リ
ソ
グ
コ
ー
ス
と
三
千
メ
ー

ト
ル
の
遊
歩
道
が
つ
く
ら
れ
て
お

り
、
交
通
安
全
の
願
い
を
こ
め
た
交

通
公
園
は
、
ゴ
ー
ヵ
ー
ト
や
．
・
・
二
ヵ

ー
ト
も
配
備
、
楽
し
み
な
が
ら
交
通

の
ル
ー
ル
を
勉
強
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
チ
ビ
ッ
子
公
園
に
は
、
チ

ビ
ッ
子
の
た
め
の
ジ
ャ
γ
グ
ル
ジ

ム
、
飛
行
機
ジ
ム
、
ら
せ
ん
型
の
す

ぺ
り
台
、
ク
ラ
イ
・
ミ
ソ
グ
リ
ン
グ
な

ど
十
九
点
の
遊
具
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
交
通
指
導
に
公
園
を
開
放

　
な
お
、
学
校
や
団
体
の
み
な
さ
ん

の
交
通
指
導
に
も
同
公
園
を
開
放
。

十
日
位
前
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
け

れ
ば
、
交
通
指
導
員
の
指
導
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
　
（
申
し
込
み
先
…
：
市

役
所
環
境
開
発
課
交
通
安
全
係
2
七

ー
三
舗
一
一
番
）

　
開
園
日
と
時
問

　
十
一
月
三
日
ま
で
の
毎
日

　
午
前
九
時
～
午
後
四
時
ま
で

　
老
人
医
療
費
受
給
者

　
証
を
お
忘
れ
な
く

　
老
人
の
方
は
、
診
療
を
受
け
る
時

つ
ぎ
の
も
の
を
お
医
者
さ
ん
の
窓
口

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
・
国
民
健
康
保
険
証
又
は
社
会
保

　
険
者
証
　
・
老
人
医
療
費
受
給
者

　
証
・
老
人
医
療
費
請
求
書
（
医

　
療
期
間
別
に
月
一
枚
）

　
な
お
、
老
人
医
療
受
給
者
の
住
所

や
保
険
者
証
等
に
憂
更
が
あ
る
場
合

は
、
す
み
や
か
に
市
社
会
福
祉
事
務

所
老
人
福
祉
係
へ
お
由
し
出
を
。

　　昭和48年度水道事業会計予算

　　　　業務の予定量
（1》給　水　戸　数　　　　　　　　　7，092斤

（2）年問総給水母　　　　　 2，750，675㎡

（3）一日平均給水量　　　　　　　　7，536ゴ

64）主なる建設改良事業　　　　　　　　　48，805千円

収益的収入及び支出

収益112，903千円費用88，922千円

予備費
100卜円

猴醗触
営業外収益
4，564｛・円

営業外費
22，019f臼

A’．

o含
■
轟
り

』
A
》

円
！

用
千

費
0
3

業
3

営
66

　昭和47年度下半期の業務状況と昭和48年度
の水道事業予算の概要をお知らせします。
　昭和47年度における主要工事は建設工事と
して川治山本線配水管増補改良事業、外に配
水管布設替工事及び消火栓新設工事等を行な
いました。

　業務につきましては給水人口29，795人、前
年度比1，762人の増加となっています。
　昭和48年度の主要事業予算額は、48，805千
円で、配水管増補改良及び水源施設整備工事
等を計画しております。
　今後におきましても施設の効率運用に一層
努力を傾注いたしますので、皆さまのご協力
をお願いします。

　　　　資本的収入及び支出

支出66，318千円　　　　　　　収入30，560千円

償還金11，880千円　　　　　　　負担金　560千円

灘鞠　灘遣1

昭和47年度給水業務量の状況
（昭和47年10月1日より昭和48年3月31日まで

区　　分 昭和47年度下半期 昭和46年度下半期 増（△）減 比率

給水戸数（戸） 6，881 6，643 238 103．6

給水人口（人） 29，795 28，033 1，762 106．3

配
水
量

総　　量（㎡） 1，674，441 1，794，069 △119，628 93．3

一日最弐（㎡） 15，258 11，811 3，447 129．2

一日平均（㎡） 10，961 9，804 1，157 111．8

有収水量（㎡） 1，177，193 1，187，444 △10，251 99．1

有収率（％） 70．3 66．2 4．1 106．2

水道料金の納入は一ロ座振替をおすすめします。　．起學墾蜜



Qo
眠
博

（4）とおかまち

織
機
騒
音
測
定
調
査
に
ご
協
力
を

　
十
日
町
市
は
、
騒
音
と
水
質
汚
だ

く
が
大
き
な
問
題
と
さ
れ
、
市
街
地

周
辺
の
織
物
工
場
の
施
設
改
善
や
織

物
工
業
団
地
へ
の
移
転
な
ど
、
く
ら

し
や
す
い
生
活
環
境
づ
く
り
に
つ
と

め
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
騒
音
防
止

対
策
上
の
基
礎
デ
ー
タ
ー
を
得
る
た

め
、
ニ
カ
年
計
画
で
七
百
十
二
工
場

の
織
機
騒
音
実
態
調
査
を
行
な
い
ま

す
・
す
で
に
、
調
査
に
入
っ
て
い
ま

す
が
、
十
月
末
ま
で
に
川
治
、
十
日

町
地
区
全
部
を
測
定
す
る
予
定
で

す
。
測
定
は
、
隣
地
の
境
界
で
行
な

い
、
測
定
結
果
を
本
人
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
調
査
員
が
お
伺
い
し
た
と

き
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役

所
環
境
開
発
課
（
奮
七
－
三
一
一
一

番
）
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

隣
地
と
の
境
界
線
上
で
測
宕
す
る

み
じ
ん
切
り
、
ト
マ
ト
の
輪
切
り
を

加
え
、
煮
つ
ま
っ
た
ら
塩
、
こ
し
ょ

う
、
化
学
調
味
料
で
味
を
整
え
る
、

　
原
稿
募
集
　
主
婦
の
方
で
、
ご
家

族
に
喜
ぽ
れ
て
い
る
料
理
の
つ
く
り

方
を
紙
面
に
提
供
い
た
だ
け
ま
せ
ん

か
ー
。
一
青
字
位
に
ま
と
め
て
住

所
．
氏
名
、
電
話
番
号
明
記
の
上
、

企
画
広
報
係
へ
。

4似の聯K礁
、
穫

　
最
近
、
有
害
食
品
や
欠
か
ん
商
品
、
不
当
表
示
、
過
大
包

装
な
ど
暮
ら
し
を
と
り
ま
く
問
題
が
で
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
に
対
処
す
る
に
は
、
消
費
者
の
み
な
さ
ん
が
、
か
し
こ
い

消
費
者
に
な
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ー
論
文
を
募
集
i

　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
消
費
者
保
護
基
本
法
制
定
五
周

年
を
記
念
し
て
、
つ
ぎ
の
と
お
り
論
文
を
募
集
し
ま
す
。

　
（
テ
ー
マ
）
一
、
消
費
者
保
護
の
あ
り
方
。
二
、
私
の
消
費

者
運
動
。
（
要
領
）
四
百
字
詰
原
こ
う
用
紙
十
～
十
五
枚
に
住

所
、
氏
名
、
職
業
、
年
令
、
電
話
番
号
を
記
載
し
、
七
月
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
ま
で
に
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
老
　
　
　
　
　
（
東
京
都
港
区
一
。
同
輪
三
－
十
三
ー
二

〆
　
蒲
　
　
＋
二
）
論
文
募
集
係
唇
送
り
く
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
　
　
の

　
　
　
　
　
　
／
　
　
　
さ
し

東
京
市
場
は
新
し
い
商
品
開
発
を
期
待

　
　
ー
十
日
町
織
物
の
需
要
動
向
調
査
結
果
ー

ク
ヲ
…
キ
…
ン
グ

（第3種郵便物認可）昭和48年7月10日

変
わ
り
チ
キ
ン
ソ
テ
ィ

　
　
主
婦
　
宮
沢
弘
子
（
四
新
三
）

油
で
ジ
ュ
ツ
と
焼
い
て
い
た
y
く
手

羽
肉
の
つ
く
り
方
を
ご
紹
介
し
ま
す

　
材
料
（
四
人
分
位
）
　
手
羽
肉
四

枚
、
ト
マ
ト
小
一
ケ
、
玉
ネ
ギ
中
二

分
の
一
ヶ
、
さ
や
い
ん
げ
ん
百
4
、

に
ん
じ
ん
百
4
、
パ
タ
ー
大
さ
じ
五

～
六
杯
。

　
作
り
方
①
手
羽
肉
を
切
り
開
き
、

皮
に
穴
を
あ
け
、
塩
・
コ
シ
ョ
ウ
を

か
け
て
三
十
分
お
く
。
②
乱
切
り
し

た
に
ん
じ
ん
、
さ
や
い
ん
げ
ん
を
塩

ゆ
で
し
、
玉
ね
ぎ
は
み
じ
ん
切
り
に

し
い
た
め
る
。
③
手
羽
肉
を
バ
タ
！

で
い
た
め
、
②
の
玉
ね
ぎ
、
に
ん
じ

ん
、
さ
や
い
ん
げ
ん
と
湯
、
パ
セ
リ
の

　
こ
の
ほ
ど
市
商
工
課
は
、
新
潟
県

東
京
事
務
所
を
通
じ
、
東
京
市
場
に

お
け
る
十
日
町
織
物
の
需
要
動
向
調

査
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
十
日
町
織
物
は
柄
が

新
し
く
消
費
老
の
人
気
が
あ
り
、
特

に
附
下
げ
の
販
売
成
績
は
、
飛
躍
的

な
伸
び
を
示
し
て
い
る
。

　
十
日
町
織
物
に
期
待
す
る
都
内
二

十
四
の
問
屋
の
意
見
は
、
十
日
町
織

物
は
京
都
等
の
分
業
作
業
と
異
な
り

一
貫
作
業
を
行
な
い
、
近
代
的
知
識

に
よ
る
研
究
心
が
旺
盛
、
織
物
の
大

衆
化
を
は
か
り
評
判
が
よ
い
。

　
し
か
し
、
乱
売
傾
向
に
あ
る
た
め

系
列
販
売
の
促
進
、
染
色
技
術
の
向

上
、
新
し
い
商
品
開
発
を
期
待
。

　
さ
ら
に
、
呉
服
類
の
値
上
り
に
よ

か

　
ぴ

i

陽　
●
●

づ
‘

　
つ翻

翻

　
　
調

忘

ヵ
イ
ワ
！
6
、
　
っ
．

も

ぽ
く
に
e
十
く

死
ん
ひ
ほ
し
い
ん

　
　
ガ
し
δ
ツ

　
　
一
．

か

　
む

（

）O汐

　
　
h

ん　
　
、

（
　
＋

　
働
5ひ

　
　
サ

　
つ

　
　
．
、
　
　
J

f
～
G

7
∠　

P
●

ρ

　
　
認
、

　
、

＾
白
さ

＊
銀
か

ケ→

一
p
C
B
炉

〃
田
嚇
に
：

6

〃
・

D

る
消
費
者
の
動
向
か
ら
、
業
界
あ
げ

て
コ
ス
ト
面
な
ど
に
本
気
で
取
り
粗

む
姿
勢
が
必
要
と
指
摘
し
て
い
ま

す
。

囹
は
か
り
の
定
期
検
査

　
は
か
り
の
定
期
検
査
を
七
月
十
七

日
よ
り
つ
ぎ
の
と
聡
り
実
施
し
ま

す
。

　
検
査
の
日
程

▽
七
月
十
七
日
午
前
九
時
～
午
後
四

時
ま
で
…
－
水
沢
出
張
所
で
、
水
沢

地
区
全
域
。

▽
七
月
十
八
日
午
前
九
時
～
午
前
十

一
時
ま
で
…
－
川
治
地
区
公
民
館
で

六
箇
地
区
全
域
と
川
治
地
区
全
域
。

午
後
一
時
半
！
午
後
四
時
ま
で
…

吉
田
出
張
所
で
、
吉
田
地
区
全
域
。

▽
七
月
十
九
日
午
前
九
時
～
午
前
十

一
時
ま
で
…
：
下
条
出
張
所
で
、
下

条
地
区
全
域
。
午
後
一
時
～
午
後
四

時
ま
で
…
－
中
条
地
区
公
民
館
で
、

中
条
地
区
全
域
。

　
1
6
ミ
リ
映
写
機
操
作

　
技
術
講
習
会

　
八
月
ヒ
、
八
、
九
日
市
公
民
館
本

館
で
開
き
ま
す
。
希
望
者
は
、
七
月

末
日
ま
で
に
市
教
委
社
会
教
育
課
指

導
係
ま
た
は
公
民
館
へ
。

　
新
し
い
通
話
料
金

　
制
度
に

　
社
会
生
活
の
広
域
化
に
マ
ツ
チ
さ

せ
る
た
め
、
七
月
十
五
日
か
ら
い
ま

ま
で
の
市
内
通
話
と
津
南
、
千
手
、

仙
田
、
越
後
田
沢
へ
の
通
話
は
三
分

ご
と
に
七
円
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

近
隣
の
長
岡
、
六
日
町
、
小
出
・
柏

崎
、
安
塚
、
飯
山
な
ど
へ
の
通
話
は

六
十
秒
が
八
十
秒
ご
と
に
七
円
と
割

安
に
な
り
ま
す
。
　
（
十
日
町
電
報
電

話
局
）電

話
番
号
が
か
わ
り
ま
し
た

火
葬
場
費
七
－
五
｝
＝
三

市
民
体
育
館
　
費
七
－
五
二
〇
八

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
▽
丹
羽
誠
（
昭
和
町
一
）
香
典
返

し
…
－
二
万
円
。
▽
六
丁
目
婦
人
会

（
老
人
い
こ
い
の
家
に
）
…
…
中
古

ブ
レ
ー
ヤ
ー
一
A
ロ
。

　
市
職
員
を
募
集

昭
和
四
十
九
隼
四
月
採
用
予
定
の
市

職
員
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す

職
種
と
応
募
資
格

▽
上
級
職
…
…
一
般
行
政
、
土
木

　
大
卒
（
明
年
三
月
卒
業
見
込
者
を

　
含
む
）
で
昭
和
二
十
三
年
四
月
二

　
日
以
降
出
生
の
男
子
若
干
名
。

▽
中
級
職
…
…
保
母

　
保
母
資
格
者
（
明
年
三
月
資
格
取

　
得
を
含
む
）
で
昭
和
十
八
年
四
月

　
二
日
以
降
出
生
の
者
、
十
名
程
度

試
験
の
期
日
等

　
　
昭
和
四
十
八
年
八
月
十
一
日
、

　
市
役
所
に
て
（
時
間
等
は
申
し
込

　
み
者
に
通
知
し
ま
す
。
）

受
験
申
し
込
み

　
　
職
員
採
用
試
験
中
し
込
み
書

　
（
用
紙
は
総
務
謀
に
）
、
卒
業
証

　
明
書
（
卒
業
見
込
み
証
明
書
）
、

　
成
績
証
明
書
を
．
昭
和
四
十
八
年

　
八
月
三
日
ま
で
に
、
市
役
所
総
務

　
課
ま
た
は
十
日
町
公
共
職
業
安
定

　
所
に
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
不
明
の
点
は
、
市
役
所
総

務
課
（
含
七
ー
三
一
一
一
）
へ
。

癖
　　　　　　骸
　　　露織


